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写真１　 本会が事務所・クリニ
ックをおいていた頃の
保健会館新館

年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き
昭　和
1978年
(昭和53年) •日本家族計画協会主婦会館クリニック（四ツ谷）オープン

1979年 •日本家族計画協会内に電話相談室開設

1984年 •日本家族計画協会内に「家族計画クリニック」開設

平　成

1989年
(平成元年)

•日本家族計画協会市谷クリニック、保険診療機関に認可される（４月１日）
•厚生省、本会に思春期クリニック運営費補助金交付

• 厚生省公衆衛生審議会優生保護部会、1991年１月１日から人工妊娠
中絶可能時期を現行の「妊娠満24週未満」から「同22週未満」に短
縮することを厚生大臣に答申（12月18日）

1990年 •厚生科学研究費補助金（厚生行政科学研究事業）「思春期相談の総合的推進方策に関する研究」を実施（１年間） •母子保健法一部改正（母子健康手帳の交付、知識の普及）

1991年 •「避妊とエイズ電話相談」（91～95年度）

1992年 •「ピル認可延期に関する本会医学委員会の見解」を発表（3月29日）
•児童福祉週間のイベントとして「子どものためのエイズ電話相談」を開設（５月）

• 「エイズまん延懸念、ピル解禁を凍結（薬事審）」の読売新聞報道（３
月18日）

•東京思春期保健研究会（渡邉行正会長）が発足

1993年 •本会など４団体が「低用量経口避妊薬の早期認可を」の要望書を厚生大臣に提出

1994年

•本会が日本薬剤師会とタイアップして、「妊娠検査薬を購入されたあなたへ」のカードを制作し配付
•国連人口基金親善大使ジェーン・フォンダ氏が本会センター訪問（３月）
•厚生省が本会クリニックをモデルにした地方クリニックを設置拡大
•東京都生活文化局依頼研究「思春期相談総合対策調査事業報告」
• 厚生省・心身障害研究「十代の望まない妊娠防止対策などに関する研究」、厚生科学研究「リプロダクティブ・ヘ
ルスに対応した優生保護相談との在り方に関する研究」を実施

•女性用コンドームの臨床試験に協力
•米国で開催されたFIGO参加と合わせピル関連の専門家と面会（９月24～30日）
• 樋口恵子さん主催のカイロ会議報告会に乱入、ピルについて意見を述べる（30日）。翌日の朝日新聞「NGOがカ
イロ会議報告会　ピルの使用をめぐって論争も」が掲載される

•厚生省受託により「地方クリニック」事業スタート
• プロデュースハウス㈱アミューズが、エイズ予防のためのチャリティコンサートで得た収益金の一部を寄付し、
「ゴローズ・ダイヤル」（子どものためのエイズテレフォン相談）を開設（６～12月、午後５～８時）
•朝日新聞論壇「ピル使用の早期認可を望む」（10月18日）

• 第10回国際エイズ会議。国際STD会議のサテライトミーティングで
「エイズ時代の家族計画」をテーマにシンポジウム開催（８月、横
浜）

•地域保健法成立（６月）
• 国連主催の国際人口開発会議（エジプト・カイロ）開催。「リプロダ
クティブ・ヘルス／ライツ」という言葉が話題に

２面に続く

表　本会クリニックにおける活動（1978～1994年）

　
手
元
に
『
新
し
い
時
代
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

ク
リ

ニ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ト
』
と
い

う
冊
子
が
あ
る
。
本
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
初
代
所
長
で
あ
っ

た
奈
良
林
祥
医
師
が
１
９
８

０
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
か
ら

２
年
目
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
付
い
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
思
春
期
外
来
が
、
診
療

科
目
と
し
て
新
し
く
設
け
ら

れ
た
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
総
体
的
に
来
所
者
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
次
第
に
そ
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
と
り
わ
け
ピ
ル
を
希

望
し
て
の
来
所
者
が
飛
躍
的

に
増
加
し
、
し
か
も
圧
倒
的

多
数
が
未
婚
女
性
で
あ
る
と

い
う
点
に
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

活
用
さ
れ
方
の
一
つ
の
特
徴

が
極
め
て
鮮
明
に
出
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
（
後
略
）
」

　
ピ
ル
の
承
認
は
99
年
だ
と

い
う
の
に
、
80
年
に
は
既
に

ホ
ル
モ
ン
用
量
の
高
い
ピ
ル

が
広
く
普
及
し
て
お
り
、
本

会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
そ
の

例
に
た
が
わ
ず
、
ピ
ル
の
利

用
者
が
増
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
当
時
か
ら
、
診
療

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
避
妊
相
談
に
と
ど
ま
ら

ず
、
不
妊
相
談
、
結
婚
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
セ
ッ
ク
ス
・

セ
ラ
ピ
ー
、
女
性
精
密
ド
ッ

ク
検
診
、
思
春
期
外
来
、
電

話
相
談
―
と
あ
る
。

　
本
会
が
最
初
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
四
ツ
谷
の
主
婦
会
館
に

開
い
た
の
が
78
年
10
月
（
表

参
照
）
。
そ
の
後
、
84
年
５

月
、
保
健
会
館
別
館
に
「
家

族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開

所
。
89
年
４
月
か
ら
保
険
診

療
機
関
に
認
可
さ
れ
、
公
に

は
「
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
総
合
高
津
中
央

　
１
９
７
８
年
10
月
に
開
設
し
た
本
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
２
０
２
３
年
10
月
末
を
も
っ
て
閉
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
場
所
や
名
称
を
変
え
な
が
ら
も
45
年
間
、
思
春
期
婦

人
科
外
来
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
患
者
に
寄
り
添

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
き

た
そ
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。 

（
編
集
部
）

病
院
の
佐
藤
恒
治
医
師
（
故

人
）
、
次
い
で
伊
野
田
法
子

医
師
を
経
て
、
88
年
４
月
に

筆
者
は
第
４
代
目
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
所
長
と
な
っ
た
。
97
年

11
月
、
保
健
会
館
新
館
（
リ

プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）

が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
別

館
か
ら
現
在
地
で
あ
る
新
館

に
移
転
し
た
。
し
か
し
、
既

報
の
通
り
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
２
０
２
３
年
10
月
末
を
も

っ
て
閉
院
と
な
っ
た
。
従
来

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
東
京

都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
・

Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
「
Ｅ

Ｃ
・
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」

（
現 

避
妊
の
た
め
の
ピ
ル

＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
相
談
室
）

な
ど
の
相
談
事
業
は
、
11
月

か
ら
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
に
場
所

を
移
し
て
継
続
し
て
い
る
。

　
な
お
、
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
今

日
ま
で
大
勢
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
今
更
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
今
回
の

閉
院
に
あ
た
り
有
志
の
方
々

か
ら
多
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

拝
受
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
寄
稿
文
に
加
え
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
所
長
と
し
て
の
筆
者

の
35
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
。（
２
〜
４
面
に
続
く
）

昭和、平成、令和を駆け抜けた日本家族計画協会クリニック
北村　邦夫一般社団法人日本家族計画協会会長

（　）1 （2023年・冬号）創刊 1954年（昭和29年）2023年（令和 5年）12月15日



年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き
1995年 •北村が第４回世界女性会議（北京）に参加（１月） •第12回世界性科学学会（松本清一会長）横浜で開催（８月）

1996年 •保健会館新館（リプロ・ヘルスセンター）落成（写真１） •厚生省「生涯を通じた女性の健康支援事業」を開始
•優生保護法を母体保護法に名称変更（８月）

1997年

•「生涯を通じた女性の健康支援事業」の一環として、「東京都不妊ホットライン」スタート（１月）
•北村、総理府男女共同参画審議会委員（橋本龍太郎総理）に就任
•保健会館新館（リプロ・ヘルスセンター）が完成し、クリニックを含め本会関連部署が別館から移転
•北村、堂本暁子議員とともに小泉純一郎厚生大臣（当時）を訪問し、ピルに対する大臣の誤解を解く（４月23日）
•読売新聞「対立討論　ピル解禁」（井上栄氏を相手に）（６月24日）

•地域保健法制定
•男女共同参画審議会発足

1998年
• 厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「思春期総合保健対策に関する研究」「患者から見た不妊治療
の在り方に関する研究」を実施

•北村、厚生省児童家庭局長私的懇談会「生涯を通じた女性の健康施策に関する研究会」委員
•本会が扱っているPMSメモリーを使用しての「PMSに関する研究」、「女性の健康意識に関する研究」を実施

1999年
•「看護職のためのピルカウンセリングセミナー」開催
•「遺伝相談モデル事業」を厚生省から受託
•「指導者のための避妊と性感染症予防セミナー（SRHセミナー）」がスタート（～現在）

•低用量経口避妊薬承認（６月）・発売（９月）
•ゼリー型殺精子剤（FPゼリー）発売中止
• 本会・日本産科婦人科学会など６団体が「低用量経口避妊薬の使用に
関するガイドライン」を発表

2000年
•「マイフェミイ電話相談室」（４月）
•「ピルダイヤル」（2000～04年度）
•「緊急避妊ネットワーク」設立（当初137施設から）

•女性用コンドーム（マイフェミイ）発売
•厚生省「健康日本21」プランを発表
•「健やか親子21」の審議始まる
•児童虐待の防止等に関する法律制定
•アジア性科学会（松本清一会長）神戸で開催

2001年

•内閣府男女共同参画会議女性に対する暴力専門調査会委員（森喜朗総理）（４月）
•IPPF国際医学専門委員会開催（東京）
•「緊急避妊ネットワーク」1200施設へ
•「ピルサポートデスク」（2001～09年度）
•クリニックホームページ「Dr.北村のJFPAクリニック」立ち上げ

•フィルム型殺精子剤「マイルーラ」製造中止（３月）
•第１回健やか親子21推進協議会開催

2002年

• 世界不妊月間の一環として「東京都不妊特別電話相談」を開設（５月７～11日、179件、相談時間の合計は
3,486分）

•北村「第６回松本賞」受賞
•厚生労働科学研究班「男女のコミュニケーション・スキルの向上に関する研究」３年計画でスタート
•「第一線の産婦人科医に役立つ緊急避妊実践セミナー」開催（７月）
•「第１回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2003年３月）

• 本会と日本助産婦会が「緊急避妊薬の日本への導入に関する要望書」
を坂口力厚労大臣に提出（４月）

•健康増進法制定
•国会で初めて水島広子議員が「緊急避妊法」取り上げる（７月）
•20歳未満の中絶実施率が減少傾向に
• 健やか親子21全国大会（母子保健家族計画全国大会）としてスター
ト（11月）

2003年

•「妊娠に悩んでいる者に対する相談援助等事業」開始
•「米国の禁欲主義教育を考えるメディアセミナー」（１月）
•「不妊相談セミナー」（２月、以降合計２回開催）
•「東京都女性のための健康ホットライン」スタート
• 緊急避妊ネットワーク所属の産婦人科医1,315人に向けて「人工妊娠中絶の減少要因に関する緊急調査」を実施
（723人から回答、12月）

2004年
•日本家族計画協会医学委員会解散
•「OCサポートコール」（2004年度～）
•OC推進プログラム委員会発足
•「第２回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2005年３月）

•マルチロードCU250発売
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表　本会クリニックにおける活動（1995～2004年）

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ

て
い
る
10
階
建
て
の
ビ
ル
デ

ィ
ン
グ
は
、
ど
こ
か
ら
見
て

も
診
療
施
設
が
存
在
す
る
と

い
う
雰
囲
気
は
な
い
。
こ
の

建
物
の
２
階
に
子
ど
も
た
ち

を
迎
え
入
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク

が
あ
る
こ
と
が
周
囲
に
は
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
一

層
気
安
さ
を
感
じ
、
入
り
や

す
い
場
と
な
っ
て
い
る
。
建

物
に
入
る
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
り
２
階
を
押
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
開
く
と
そ
こ
が

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
入
り
口
。
受

付
に
は
髪
を
こ
ざ
っ
ぱ
り
と

整
え
、
ピ
ン
ク
色
の
エ
プ
ロ

ン
を
つ
け
た
女
性
が
笑
顔
で

子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
い

る
。
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
は
高

級
感
を
与
え
る
大
理
石
調
の

も
の
で
あ
り
、
待
合
室
は
白

と
ピ
ン
ク
を
基
調
と
し
て
、

床
は
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
の
カ
ー

ペ
ッ
ト
、
楕だ

円え
ん

形
に
近
い
白

い
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
子

ど
も
た
ち
の
目
を
休
め
る
パ

ネ
ル
、
ビ
デ
オ
を
再
生
で
き

る
テ
レ
ビ
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
る（
写
真
２
）。子
ど
も

た
ち
は
受
付
の
女
性
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
、
診
察
に
必
要

な
書
類
一
式
を
手
渡
さ
れ
待

合
室
へ
と
通
さ
れ
る
。
待
合

室
に
は
楕
円
形
の
机
と
10
脚

程
度
の
椅
子
が
並
び
、
テ
レ

ビ
や
ビ
デ
オ
の
映
像
が
子
ど

写真２　 市谷クリニックの待合室

写真３　診察室の様子

ど
最
小
限
の
医
療
情
報
も
カ

ル
テ
に
書
き
込
ま
れ
る
。
そ

の
部
屋
に
隣
接
し
て
診
察
室

が
あ
る
。
診
察
机
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
読
影
用
シ
ャ
ウ
カ
ス
テ

ン
、
冷
蔵
庫
、
消
毒
器
、
超

音
波
断
層
診
断
装
置
、
顕
微

鏡
な
ど
が
あ
り
、
カ
ー
テ
ン

を
境
に
し
て
自
動
式
婦
人
科

診
察
台
、
器
具
戸
棚
が
置
か

れ
て
い
る
。
婦
人
科
診
察
台

に
は
、
一
般
の
婦
人
科
診
療

施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
カ

ー
テ
ン
は
掛
け
ら
れ
て
い
な

い
。
患
者
と
の
対
話
を
大
切

に
し
な
が
ら
の
診
療
が
、
若

い
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
不

安
を
除
去
す
る
の
に
役
立
つ

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　
診
察
室
は
単
に
診
察
や
採

血
、
治
療
の
場
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
。
「
幸
せ
に

生
き
て
い
る
か
？
」
「
試
験

は
う
ま
く
い
っ
た
？
」
「
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
の
様
子
は
ど
う

だ
っ
た
？
」
「
就
職
活
動
中

な
の
？
」
な
ど
、
矢
継
ぎ
早

に
問
い
か
け
ら
れ
る
医
師
か

ら
の
質
問
に
、
戸
惑
い
な
が

ら
も
笑
顔
で
応
え
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
よ
う
な
医
療
外
の

会
話
は
、
子
ど
も
た
ち
の
閉

ざ
さ
れ
た
心
を
開
く
た
め
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
言
え
る
（
写
真
３
）
。

　
診
察
室
に
入
る
瞬
間
か
ら

椅
子
に
座
る
ま
で
に
見
せ
る

患
者
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を

見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ

で
追
加
的
に
医
師
か
ら
患
者

本
人
に
直
接
問
い
か
け
が
行

わ
れ
る
。

　
診
察
後
は
、
必
要
な
検
査

を
行
っ
た
上
で
処
方
さ
れ
た

薬
を
も
ら
い
、
受
付
で
診
療

費
の
自
己
負
担
分
を
支
払

い
、
次
の
診
察
日
の
予
約
を

入
れ
て
帰
っ
て
い
く
。

　
「
今
と
な
っ
て
は
」
と
は

何
を
意
味
す
る
の
か
？

　
開
設
当
初
は
、
わ
が
国
に

お
け
る
思
春
期
婦
人
科
外
来

の
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
だ

が
、
当
時
思
春
期
年
齢
で
あ

っ
た
患
者
が
い
つ
か
ら
か
プ

ラ
ス
20
年
、
30
年
余
の
年
齢

に
な
っ
て
い
て
、
中
に
は
ホ

ル
モ
ン
補
充
療
法
を
求
め
る

患
者
も
い
て
、
現
状
は
思
春

期
外
来
の
体
を
な
し
て
い
な

い
。
新
宿
区
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

機
関
と
し
て
も
６
か
月
児
か

ら
１
０
７
歳
ま
で
の
男
女
を

迎
え
入
れ
て
き
た
。

　
皆
さ
ま
か
ら
本
会
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
寄
せ
ら
れ
た
長
い
間

の
ご
支
援
を
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

も
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
い

る
。
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち

の
た
ま
り
場
で
も
あ
る
。
書

棚
に
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
人

気
の
あ
る
雑
誌
が
置
か
れ
、

待
合
い
時
間
に
気
軽
に
本
に

目
を
通
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
は
気
安
さ
も
あ
っ
て

か
、
中
・
高
校
生
な
ら
制
服

姿
で
や
っ
て
来
て
、
試
験
を

間
近
に
し
て
い
る
時
な
ど
は

待
ち
時
間
に
テ
ー
ブ
ル
を
使

っ
て
勉
強
し
て
い
る
姿
が
散

見
さ
れ
る
。

　
初
め
て
の
患
者
は
、
待
合

室
に
隣
接
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
ル
ー
ム
へ
と
導
か
れ
、

診
察
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
看
護
ス
タ
ッ
フ
を
通

じ
て
質
問
さ
れ
る
。
こ
の

際
、
身
長
、
体
重
、
血
圧
な

こ
ん
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

 

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

私
た
ち
の
施
設
は
こ
ん
な

私
た
ち
の
施
設
は
こ
ん
な

  

感
じ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
し
た

感
じ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
し
た

し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は

し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は 一般社団法人

日本家族計画協会

会長　北村　邦夫
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こんな相談しても
いいのかな？って
迷ったらとにかく

してみて！

思春期の皆さんのための 相談始めました！
 

年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き

2005年

•全国10か所で「第一線の産婦人科医とコメディカルのためのOC啓発セミナー」開催（参加者総数1,470人）
•北村、厚生科学審議会臨時委員（感染症予防部会）（2005年１月～15年10月）
• 本会、厚生労働省関東信越厚生局薬事監視員より承認を得て入手した緊急避妊薬「ノルレボ錠」で使用経験を積む
（2005年３月と08年11月）
•北村、参議院少子高齢社会に関する調査会に出席し参考人として発言（５月11日）
• 自民党が実施した「過激な性教育・ジェンダーフリー教育実態調査」について要望書を提出。安倍晋三幹事長（当
時）を訪ねた（５月27日）

• 日本産科婦人科学会が「低用量経口避妊薬の使用に関するガイドライ
ン（改訂版）」を発表（12月）

•ノバT380発売（５月）

2006年

• 厚生労働科学研究費補助金（こども家庭総合研究事業）「全国的実態調査に基づいた人工妊娠中絶の減少要因に関
する包括的研究」（主任武谷雄二東大教授）の分担研究で「世界の十代の避妊、妊娠、中絶、出産等に関する現状
調査」を実施（IPPF所属65カ国から回答）

•「OC啓発セミナー」（全国８か所）
•「第３回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2007年３月）
•低用量ピルの普及啓発を目指す「OC for me！キャンペーン」スタート
• 全国450を越える産婦人科施設の協力を得て、全国一斉に７月21日午後７時に「Let's婦人科」などのイベントを
実施

•女性用コンドーム（フェミドーム）発売
•性感染症に関する特定感染症予防指針

2007年
•本会「家族計画研究センター」創設
•「OC啓発セミナー」（全国８か所）
•本会、HPV４ 価ワクチンの第三相臨床試験に協力（50名が９回受診、脱落例なし）

• 黄体ホルモン放出型子宮内避妊システム（ミレーナ52mg）発売（４
月）　

2008年

• 北村・杉村、秋篠宮妃殿下を迎えて「第49回日本母性衛生学会総会・学術集会」を主宰（11月、シェラトン・グ
ランデ・トーキョーベイ・ホテル）

•「第４回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2008年12月）
•「OC啓発セミナー」（全国６か所）
•「わが国の産科医療の危機的現状を訴えるメディアセミナー」を開催（５月）

•低用量EP剤「ルナベル配合錠」発売
•「ユウセイリング」発売中止

2009年
•「避妊指導に関わる医師とコメディカルのためのOCスキルアップセミナー」全国３か所で開催
•「OC発売10年」メディアセミナーの開催（５月、９月）
•本会におけるHPVワクチン接種第１号は21歳の女性

•緊急避妊薬承認申請（９月）
•HPVワクチン「サーバリックス」承認（10月）、発売（12月）

2010年

•「OCコール」（2010年度～）
•「ミレーナコール」（2010年度～）
•東京都受託不妊啓発資材「いつか子供が欲しいと思っているあなたへ」1万640部を作成配布
•本会、国際家族計画連盟正規加盟団体として認定
•「第５回男女の生活と意識に関する調査」実施、発表は2011年１月

•低用量EP剤「ヤーズ配合錠」発売
• 緊急避妊薬に対するパブリックコメント募集（11月、承認賛成463
件、反対114件、その他1件）

2011年

• 厚生労働科学研究費補助金・新型インフルエンザ等新興・再興感染症事業「性感染症に関する予防、治療の体系化
に関する研究」（主任小野寺昭一東京慈恵医大教授）の分担研究として「性感染症罹患者の性意識ならびに性行動
様式に関する研究」を実施

•「きいて　きいて！みんなに知ってほしい緊急避妊のこと」など各種啓発資材を制作配布
• 本会・あすか製薬共催、日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会後援で「緊急避妊法適正使用セミナー」開催（全
国８か所で1,544人）

• 東日本大震災後「災害時に役立つお役立ちサイト」を立ち上げ、「女性の安心ホットライン」カード2万部を作成
配布、さらに被災地女性のための「OC（経口避妊薬）安心処方システム」を構築。支援活動に努めた

• 日本産科婦人科学会が「緊急避妊法の適正使用に関する指針」を発表
（２月）
•女性用コンドームの発売中止（６月）
•低用量OCの後発品「ファボアール」「ラベルフィーユ」発売
• 緊急避妊薬「ノルレボ錠0.75mg」承認（２月23日）・発売（５月
14日）

•HPV４価ワクチン「ガーダシル」承認（７月）、発売（８月）

４面に続く

表　本会クリニックにおける活動（2005～2011年）

　
「
閉
院
」
。
入
職
と
ほ
ぼ

同
時
に
事
務
担
当
と
し
て
配

属
さ
れ
た
私
に
は
仕
事
上
の

大
き
な
節
目
に
な
り
ま
す
。

一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
な
が

ら
、
長
い
思
春
期
外
来
で
の

日
々
を
思
い
出
し
て
い
ま

す
。

　
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
医
師

や
助
産
師
等
医
療
専
門
家
で

あ
る
相
談
員
さ
ん
が
、
勉
強

会
や
学
会
発
表
な
ど
も
一
緒

に
や
っ
て
み
な
い
？
と
分
け

隔
て
無
く
仲
間
と
し
て
接
し

て
く
だ
さ
り
、
そ
の
中
で
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
す
。◇

　
◇
　
◇

　
女
性
用
コ
ン
ド
ー
ム
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
治
験
施
設

と
し
て
開
発
に
協
力
、
医
薬

品
を
市
場
に
出
す
プ
ロ
セ
ス

と
企
業
の
役
割
、
努
力
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
低
用
量
経
口
避
妊
薬
、
緊

急
避
妊
薬
の
承
認
・
発
売
に

向
け
、
種
々
運
動
を
展
開
し

た
こ
と
は
、
誰
も
が
で
き
る

も
の
で
は
な
い
特
別
な
経
験

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
活

動
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
有
る
無

し
に
関
係
な
く
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
役
割
の
一
つ
で
す
が
、
今

必
要
と
し
て
い
る
人
が
目
の

前
に
い
る
、
と
い
う
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
関
わ
る
立
場
は
強
い

言
葉
を
発
す
る
源
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
そ
し
て
外
来
で
接
す
る
患

一
つ
私
の
中
で
積
み
重
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
培
っ
た
経

験
、
築
か
れ
た
人
と
の
つ
な

が
り
は
、
形
を
変
え
て
も
生

か
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

は
ず
で
す
。

　
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
、
ひ
と
ま
ず
第
一
幕
を
下

ろ
す
。
そ
ん
な
心
境
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
れ
ま
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

何
で
も
付
き
添
い
の
母
が
答

え
る
高
校
生
、
た
ま
た
ま
一

人
で
受
診
し
た
日
は
よ
く
し

ゃ
べ
る
上
に
、
彼
氏
だ
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
問
診
と
最

初
の
診
察
は
ま
ず
本
人
だ
け

と
い
う
理
由
が
納
得
で
き
た

瞬
間
で
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
左
顔
面
に
青
あ
ざ
の
女

性
。
前
回
の
受
診
に
愛
想
良

く
付
き
添
っ
た
彼
に
殴
ら
れ

た
の
だ
と
。
優
し
く
な
っ
た

り
、
暴
力
的
に
な
っ
た
り
を

繰
り
返
す
Ｄ
Ｖ
特
有
の
動
き

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
す

る
た
め
、
女
性
相
談
セ
ン
タ

ー
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
時
、
社
会
資
源

で
あ
る
専
門
機
関
と
連
携
す

る
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
性
犯
罪
被
害
の
対
応
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
で
き
る
こ
と

を
淡
々
と
提
供
し
専
門
家
に

引
き
継
ぐ
姿
勢
も
こ
の
時
確

立
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
警
察
庁
が
性
犯
罪
被
害
者

の
緊
急
避
妊
薬
の
公
費
負
担

を
決
め
た
時
も
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
め
て

経
済
的
な
負
担
だ
け
で
も
軽

減
さ
れ
れ
ば
と
の
思
い
で
し

た
の
で
、
運
用
が
開
始
さ
れ

た
と
き
は
安
堵
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
思
い
浮
か
ん
だ
数
例
だ
け

で
す
が
、
こ
う
や
っ
て
一
つ

者
さ
ん
。
や
り
取
り
か
ら
得

ら
れ
た
も
の
は
、
私
が
思
春

期
保
健
の
領
域
で
、
セ
ミ
ナ

ー
で
の
講
義
や
学
会
発
表
、

出
版
物
な
ど
を
通
し
て
種
々

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
最

大
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
、
受
験
、

友
人
関
係
の
ス
ト
レ
ス
で
も

無
月
経
に
な
る
こ
と
も
外
来

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
多
く
が

年
単
位
の
治
療
を
要
す
る
の

で
す
が
「
い
つ
ま
で
通
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
問

う
中
学
生
、
「
ホ
ル
モ
ン
剤

の
使
用
は
体
に
悪
く
な
い
の

か
」
と
心
配
す
る
親
御
さ
ん

の
声
に
、
素
人
目
線
で
共
感

し
、
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と

が
私
の
役
割
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

◇
　
◇
　
◇

 

「
子
宮
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
る
高
校
生
。
今

話
題
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
は
な
く
、
男
児
を
望
ん
だ

父
親
の
、
生
理
に
対
す
る
心

な
い
言
葉
に
悩
ん
だ
末
の
受

診
で
し
た
。
一
定
期
間
生
理

を
止
め
て
対
処
し
ま
し
た

が
、
希
望
の
手
術
に
は
向
か

う
こ
と
が
で
き
ず
、
予
後
が

気
に
な
っ
て
い
る
方
の
一
人

で
す
。
目
の
前
に
い
る
患
者

さ
ん
の
問
題
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
「
う
ち
の
子
は
奥
手
で
」

と
生
理
周
期
、
最
終
月
経
、

ク
リ
ニッ
ク
担
当
者
と
し
て
の
日
々
は
宝
物

今後も継続する相談窓口です！

家族計画研究センター長

杉村　由香理

〜
学
び
と
出
会
い 

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
〜
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年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き

2012年

•本会、一般社団法人に移行　•SRHセミナー100回記念
•「東京都不妊ホットライン」が「東京都不妊・不育ホットライン」と名称を変更（９月）
•東京都委託事業「不妊の啓発のための資材」を作成配布
•「第６回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は12月）
•【ジェクス】ジャパン・セックス・サーベイ実施（発表は2013年１月）
•「緊急避妊法適正使用セミナー」（全国６か所）

•「性感染症に関する特定感染症予防指針」の一部改定（１月）　

2013年 •野田聖子議員の少子化発言に対して、自民党総務会長室を訪問（３月） •HPVワクチン定期接種化（４月）、積極的接種勧奨控える（６月）

2014年
•「OCヘルプデスク」（2014年度～現在）
•北村「第66回保健文化賞」を受賞。翌日皇居において天皇・皇后両陛下の拝謁を賜った（10月）
•「第７回男女の生活と意識に関する調査」実施、発表は2015年１月

2015年 • 本会機関紙「家族と健康」で避妊教育ネットワーク会員による「産婦人科医による性の健康教育～私のキーワード
はこれだ！」がスタート（～現在）

•低用量EP剤後発品「フリウェル配合錠LD」発売
•「オーソ777-21錠」「オーソM-21錠」の製造中止
• 日本産科婦人科学会編「低用量経口避妊薬、低用量エストロゲン・プ
ロゲスチン配合薬ガイドライン　2015年度版」発表

2016年 •「東京都女性のための健康ホットライン」中止（３月）
•「第８回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2017年２月）

•緊急避妊薬ノルレボ錠1.5mg発売（５月）
• 日本産科婦人科学会「緊急避妊法の適正使用に関する指針（改訂版）」
を発表（９月）

2017年 •【ジェクス】ジャパン・セックス・サーベイ2017実施
•トランプ米大統領による「グローバル・ギャグ・ルール」の再導入反対を表明

•連続投与型低用量EP剤「ヤーズフレックス」発売
• 緊急避妊薬のスイッチOTC化検討会議（７月と11月）開催するも、
時期尚早で終結

2018年 •フリウェル配合錠LD/ULD「モチダ」発売
•フリウェル配合錠LD/ULD「あすか」発売

令　和
2019年
(令和元年)

•避妊教育ネットワーク「東京都医師会グループ医学賞」受賞（３月）
•緊急避妊薬の処方施設検索サイトを発表（９月） • 緊急避妊薬レボノルゲストレル錠1.5mg「F」承認（２月）、発売（３月）

2020年

• 毎日新聞社（毎日新聞隔週月曜日掲載）「Dr.北村が語る現代思春期」第88話をもって終了。毎日新聞社くらし医
療部長より毎日新聞関連での連載が500を超えたことなどを受けて「感謝状」贈呈

• 令和２年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）研究「新型コロナウイルス感染症流
行下の自粛の影響－予期せぬ妊娠等に関する実態調査と女性の健康に対する適切な支援提供体制構築のための研
究」（主任研究者：安達知子）の３課題の分担研究を担当

•COVID-19、わが国初の感染者（１月）
•COVID-19、第一次緊急事態宣言発出（３月）
•９価のHPVワクチン「シルガード９」製造販売承認（７月）
• 第５次男女共同参画基本計画において、緊急避妊薬を処方箋なしに薬
局で販売できるOTC化が検討事項として取り上げられた（12月）

2021年 • 文部科学省検定済み教科書「新高等保健体育」（大修館書店）で、①思春期と健康②性意識の変化と性行動の選択
③家族計画を執筆。教師用ノートと15分バージョンのYouTubeも

• 厚労省子ども家庭局母子保健課長が「人工妊娠中絶等手術の安全性等
について（依頼）」の文書が、日本産科婦人科学会、日本産婦人科医
会両団体に向け発出される（７月）

•経口妊娠中絶薬「メフィーゴパック」の承認を申請（12月）

2022年

•新宿区民の６か月児から107歳までの新型コロナウイルスワクチンを接種
• 「JFPA思春期・FP相談LINE」２年目に
•「東京都不妊・不育ホットライン」開設時間を延長（火曜日は10～19時、第３土曜日は10～16時）
• 緊急避妊薬のOTC（薬局販売）化を審議する「第20回医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会
議」に、本会クリニックの緊急避妊外来受診者の傾向についての情報を提供した（４月）

•「女性活躍を応援する」をテーマにSRHセミナー全国８会場で開催

• HPVワクチンの積極的接種勧奨再開（４月）、定期接種の機会を逸
してしまった女性（誕生日が1997年４月２日～2007年４月１日）
のキャッチアップ接種、３年を限度に

• 日本家族計画協会、家族計画研究センターを除き渋谷区幡ヶ谷に移転
（10月）

2023年 •日本家族計画協会市谷クリニック閉院（10月） •９価のHPVワクチン「シルガード９」も定期接種の対象に（４月）
•経口妊娠中絶薬「メフィーゴパック」承認・発売（４月）

表　本会クリニックにおける活動（2012～2023年）

元
相
談
員小

野
　
文
子

　
田
舎
で
機
関
紙
『
家
族
と

健
康
』
を
読
ん
で
い
た
私
は

「
上
京
し
た
ら
ぜ
ひ
行
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
で
、
ど
こ
か
輝
い

て
い
る
人
た
ち
と
出
会
い
、

多
く
の
驚
き
と
新
し
い
知
識

や
多
様
な
価
値
観
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
は
、
そ
の
後
の
高

校
生
対
象
の
講
演
会
活
動
や

大
学
で
の
看
護
教
員
と
し
て

の
私
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
作
っ
た
冊
子

『
思
春
期
Ｑ
＆
Ａ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ 

ス
タ
ッ
フ

か
ら
１
２
６
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
表
紙
は
色
あ
せ
て

も
今
で
も
私
の
本
棚
で
輝
い

て
い
ま
す
。

元
相
談
員中村

　
美
由
紀

　
私
は
２
０
０
１
〜
14
年
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
担
当
し
ま
し

た
。
主
に
、
月
経
に
伴
う
ト

ラ
ブ
ル
や
緊
急
避
妊
（
Ｅ

Ｃ
）
、
避
妊
、
性
感
染
症
予

防
の
保
健
指
導
で
す
。
Ｅ
Ｃ

を
求
め
る
女
性
が
確
実
な
避

妊
を
選
択
で
き
る
よ
う
対
応

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
治
験
に
携
わ
り

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
積

極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
期
間

は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の

治
験
の
経
験
か
ら
、
積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
を
勧
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
閉
院
は
寂
し
く
は
あ
り
ま

す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
学

び
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
、
そ
の
経
験
を
今
後
も
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

あ
お
も
り
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア

研
究
所
長 

蓮
尾
　
豊

　
２
０
０
９
年
、
北
村
邦
夫

先
生
か
ら
月
１
回
の
市
谷
ク

リ
ニ
ッ
ク
診
療
依
頼
を
受

け
、
21
年
３
月
ま
で
の
約
12

年
間
弘
前
市
か
ら
市
ヶ
谷
に

通
い
ま
し
た
。
距
離
的
に
は

遠
い
の
で
す
が
、
月
に
１
回

北
村
先
生
や
杉
村
さ
ん
、
看

護
師
の
方
、
電
話
相
談
員
の

方
と
お
会
い
し
て
Ｏ
Ｃ
や
Ｌ

Ｅ
Ｐ
、
性
教
育
の
話
が
で
き

た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
院
を
聞
い
た
時
、
北
村

先
生
を
頼
っ
て
受
診
し
て
い

た
多
く
の
患
者
さ
ん
の
困
惑

の
表
情
が
目
に
浮
か
び
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大

き
さ
で
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
。

㈱
ジ
ャ
パ
ン
Ｅ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
ズ

顧
問
医 

米
沢
　
宏

　
１
９
８
８
年
に
札
幌
で
行

わ
れ
た
第
７
回
日
本
思
春
期

学
会
総
会
で
北
村
先
生
に
初

め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。

　
私
が
勤
め
て
い
た
北
の
丸

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
お
濠ほ

り

を
挟

ん
だ
向
か
い
側
に
あ
っ
た
と

い
う
ご
縁
も
あ
り
、
89
年
か

ら
月
１
回
精
神
科
外
来
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
２
０
２
１
年

に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
栄

誉
に
与
る
こ
と
が
で
き
た
次

第
で
す
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
関
わ
っ
た

全
て
の
皆
さ
ま
、
長
い
間
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
＆

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

元
相
談
員

 

岡
本
　
登
美
子

　
30
年
前
、
上
京
後
す
ぐ
に

「
思
春
期
保
健
相
談
を
学
び

た
い
」
と
日
本
家
族
計
画
協

会
の
門
戸
を
叩
き
７
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
電
話

の
鳴
る
音
に
震
え
な
が
ら
男

子
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
北
村
先
生
の
外
来
は
女
子

高
校
生
が
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
受
診
し
て
い
る
と
い

う
の
が
印
象
的
で
し
た
。
思

春
期
女
子
の
緊
張
や
不
安
を

取
り
除
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
先

生
の
笑
顔
と
大
き
な
声
が
周

り
を
和
や
か
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
市
ヶ
谷
は
自
立
し
た

助
産
師
を
目
指
す
拠
点
で
し

た
。

元
相
談
員

 

吉
田
　
敦
子

　
元
気
過
ぎ
る
２
歳
児
を
抱

え
て
悶も

ん

々も
ん

と
し
て
い
た
私
を

電
話
相
談
員
に
採
用
し
て
く

だ
さ
り
、
10
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　
電
話
相
談
で
の
、
短
時
間

か
つ
音
声
の
み
で
相
手
の
意

図
や
気
持
ち
を
く
み
取
り
、

必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り

傾
聴
し
た
り
し
て
、
で
き
れ

ば
安
心
し
て
電
話
を
終
え
て

も
ら
う
―
と
い
う
難
し
さ
。

外
来
で
の
北
村
先
生
や
杉
村

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
温

か
い
気
配
り
、
何
と
も
言
え

な
い
安
心
感
の
松
本
先
生
と

堀
口
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
。
性
教
育
講
演
で
の
子
ど

も
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
。

　
今
の
私
に
と
っ
て
の
貴
重

な
宝
物
で
す
。

市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
閉
院
に
よ
せ
て

相
談
員

千
田
　
陽
子

　
患
者
さ
ん
は
10
代
の
思
春

期
世
代
か
ら
30
年
間
も
通
院

し
た
大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
、
そ
の
誰
も
が
自
分

の
居
場
所
・
休
憩
場
所
と
思

え
た
で
あ
ろ
う
和
や
か
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。
診
察
室

か
ら
は
絶
え
ず
笑
い
が
起
こ

り
、
帰
る
時
の
表
情
は
満
た

さ
れ
穏
や
か
に
変
化
し
て
い

ま
し
た
。
誰
も
が
気
兼
ね
な

く
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
和
む
、
笑

う
こ
と
で
自
然
免
疫
・
自
然

治
癒
力
を
高
め
て
い
る
か
の

よ
う
で
し
た
。
そ
れ
は
私
自

身
に
と
っ
て
も
言
え
る
こ
と

で
し
た
の
で
、
閉
院
は
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

通
院
患
者 
Ｓ
・
Ｎ

　
私
が
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

通
い
始
め
た
の
は
19
歳
、
北

村
先
生
の
ご
著
書
を
読
ん
だ

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

初
め
て
受
診
し
た
時
は
、
ま

だ
ご
健
在
だ
っ
た
松
本
清
一

先
生
で
し
た
。
通
い
始
め
て

27
年
。
最
初
は
中
用
量
ピ
ル

し
か
な
く
、
低
用
量
ピ
ル
の

早
期
認
可
を
求
め
て
厚
労
省

に
要
望
の
電
話
を
掛
け
た
こ

と
、
認
可
さ
れ
た
と
き
に
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
お
祝
い
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
日
か
ら
服
用
３
４

８
周
期
を
超
え
ま
し
た
。
北

村
先
生
が
メ
デ
ィ
ア
を
集
め

た
勉
強
会
で
服
用
者
代
表
で

お
話
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
長
期
で
服
用
し
た
時

の
生
理
が
ど
う
な
る
の
か
を

知
り
た
く
て
、
６
周
期
連
続

服
用
を
成
功
さ
せ
、
先
生
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」と
呼
ば

れ
、
時
折
講
演
で
話
題
に
し

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
通
い
始
め
た
こ
ろ

か
ら
受
付
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
杉
村
さ
ん
も
と
て
も

す
て
き
な
方
で
す
し
看
護
師

さ
ん
も
皆
い
い
人
ば
か
り
。

北
村
先
生
も
話
し
や
す
く
、

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
り
、
と
て
も
通
い
や

す
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

元
相
談
員笛

田
　
恵
子

　
１
９
９
２
年
か
ら
15
年
程

在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
思

春
期
電
話
相
談
、
診
療
介
助

そ
し
て
東
京
都
不
妊
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
当
時
）
も
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
病
院
の
産
婦
人
科
病

棟
で
、
妊
娠
、
分
娩
、
新
生

児
の
こ
と
ば
か
り
に
携
わ
っ

て
い
た
私
に
と
っ
て
は
毎
回

が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ツ
／
ラ
イ
ツ
そ
の
も
の
の

思
春
期
外
来
で
し
た
。
毎
回

新
し
い
情
報
や
知
識
が
得
ら

れ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
35
歳

か
ら
と
少
し
年
令
は
過
ぎ
て

い
ま
し
た
が
、
気
持
ち
の
上

で
は
青
春
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　）4家 　 族 　 と 　 健 　 康 2023年（令和 5年）12月15日（2023年・冬号）
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妊
娠
の
心
配
が
あ
る
性
交

か
ら
72
時
間
以
内
に
服
用
す

る
こ
と
で
、
８
割
近
く
の
避

妊
を
可
能
に
す
る
「
緊
急
避

妊
薬（
Ｅ
Ｃ
）」。11
月
28
日
、

全
国
一
部
の
薬
局
で
処
方
箋

な
し
で
の
Ｅ
Ｃ
の
試
験
販
売

が
始
ま
っ
た
。
試
験
販
売
初

日
に
は
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
と
、
リ
ス
ト
に
あ
る

薬
局
を
訪
れ
る
女
性
の
姿
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
第
42
回
日
本
思
春
期
学
会

総
会
・
学
術
集
会
（
会
長
：

川
名
敬
日
本
大
学
医
学
部
教

授
）
が
砂
防
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
て
開
催
さ
れ

た
（
現
地
開
催
８
月
26
〜
27

日
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
９

月
６
〜
27
日
）
。

　
学
術
集
会
で
は
「
思
春
期

保
健
相
談
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
行
わ
れ
、
本
会
家
族
計
画

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
１
題

発
表
を
行
っ
た
。

①
「
中
学
生
女
子
の
自
慰
に

関
す
る
相
談
内
容
〜
思
春
期

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
事
例
か
ら

〜
」
発
表
者
＝
松
原
由
香
、

杉
村
由
香
理
、
北
村
邦
夫

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
２
０
２
２
年

度
の
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
・

Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
へ
の

相
談
で
目
立
っ
て
い
た
中
学

生
女
子
か
ら
の
自
慰
に
関
す

る
相
談
状
況
を
報
告
し
た
。

　
相
談
内
容
は
、
性
器
出
血

と
自
慰
の
関
係
を
問
う
も
の

や
、
自
慰
の
方
法
自
体
を
問

う
も
の
、
自
慰
へ
の
依
存
の

心
配
や
嫌
悪
感
の
訴
え
な
ど

多
様
で
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
を
求
め
て
い
る
と
し

た
。

②
「
産
婦
人
科
看
護
師
が
行

う
性
教
育
〜
性
教
育
の
必
要

性
〜
」
発
表
者
＝
池
本
朱

里
、
岡
村
麻
子
（
か
し
わ
の

葉
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
で
は
、
中
学
２
年
生
を

対
象
に
性
教
育
を
行
い
、
講

演
前
後
で
性
教
育
に
対
す
る

理
解
度
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
か
ら
、
必
要
な
時
期
に

必
要
な
情
報
を
正
し
く
伝
え

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
述

べ
た
。

③
「
思
春
期
月
経
困
難
症
に

対
す
る
早
期
Ｌ
Ｅ
Ｐ
・
プ
ロ

ゲ
ス
チ
ン
の
選
択
〜
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
〜
」

発
表
者
＝
菊
地
香
織
（
村
口

き
よ
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で

は
、
近
年
、
初
経
年
齢
が
早

ま
り
、
月
経
困
難
症
に
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
が
低
年
齢
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
月
経
困
難

症
と
診
断
さ
れ
Ｌ
Ｅ
Ｐ
や
プ

ロ
ゲ
ス
チ
ン
を
服
用
し
た
小

中
高
生
を
対
象
に
、
初
診
時

の
症
状
、
処
方
薬
と
そ
の
継

続
率
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
報
告
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｐ
や
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン

治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
大
幅

に
改
善
し
、
学
校
生
活
へ
の

影
響
が
軽
減
さ
れ
た
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
と
し
た
。

④
「
千
葉
県
産
婦
人
科
医
学

会
に
お
け
る
性
教
育
講
師
派

遣
事
業
の
立
ち
上
げ
」
発
表

者
＝
坂
本
愛
子
、
池
袋
真

（
千
葉
県
産
婦
人
科
医
学
会

性
教
育
委
員
会
運
営
委
員

会
）
他
で
は
、
22
年
、
千
葉

県
産
婦
人
科
医
学
会
が
性
教

育
委
員
会
を
発
足
し
、
所
定

の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
登

録
制
の
性
教
育
講
師
に
よ
り

性
教
育
講
演
を
引
き
受
け
る

体
制
が
で
き
た
こ
と
を
報

告
。
性
教
育
講
師
登
録
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介

し
た
。

　
登
録
し
た
理
由
は
「
学
校

性
教
育
に
関
わ
り
た
い
」

「
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
か

ら
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
と
述
べ
た
。

⑤
「
東
海
大
学
に
お
け
る
性

暴
力
予
防
教
育
の
取
り
組

み
」
発
表
者
＝
渥
美
治
世
、

柿
添
英
文
、
土
井
美
果
（
東

海
大
学
医
学
部
基
盤
診
療
学

系
臨
床
検
査
学
）
他
で
は
、

21
年
度
よ
り
、
性
暴
力
予

防
・
被
害
者
支
援
を
目
的
に

『
大
学
生
の
た
め
の
セ
ク
シ

ャ
ル
マ
ナ
ー
読
本
』
を
作

成
・
配
布
し
、
そ
の
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
報
告

し
た
。
「
性
的
同
意
」
「
緊

急
避
妊
薬
」
は
名
前
だ
け
知

っ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と

85
％
以
上
の
高
い
認
知
度
で

あ
っ
た
が
「
セ
カ
ン
ド
レ
イ

プ
」
は
43
％
、
「
性
犯
罪
・

性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
は
19
・
５
％
と
低
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、
今

後
対
応
す
べ
き
項
目
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
ま
た
同
学
術
集
会
の
「
一

般
演
題
ポ
ス
タ
ー
」
で
は
、

本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
思
春
期
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
分

析
〜
電
話
相
談
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
の
比
較
か
ら
〜
」
の
テ

ー
マ
で
発
表
を
行
っ
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
次
回
の
日
本
思
春
期
学
会

総
会
・
学
術
集
会
は
、
24
年

８
月
23
〜
25
日
に
、
兵
庫
県

神
戸
市
に
て
開
催
予
定
。

師
の
面
前
で
服
用
す
る
。
価

格
は
７
千
〜
９
千
円
程
度
。

　
「
親
と
学
校
に
だ
け
は
知

ら
れ
た
く
な
い
」
「
学
生
に

は
費
用
が
高
く
て
服
用
で
き

な
い
」
と
緊
急
避
妊
外
来
で

決
ま
り
文
句
の
よ
う
に
ス
タ

ッ
フ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
悲

痛
な
声
を
思
い
出
す
に
つ

け
、
16
歳
、
17
歳
が
保
護
者

に
打
ち
明
け
ら
れ
る
か
、
性

交
同
意
年
齢
を
見
据
え
て
の

措
置
と
は
い
え
16
歳
未
満
の

ほ
う
が
、
薬
局
販
売
に
向
い

て
は
い
な
い
か
と
考
え
て
し

ま
う
。
調
査
研
究
の
一
環
と

は
い
え
、
薬
局
販
売
の
利
便

性
を
享
受
で
き
な
い
女
性
が

一
定
数
出
て
し
ま
う
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
試
験
販
売
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
は

医
療
に
お
い
て
す
で
に
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
先
発
薬
と

後
発
薬
の
「
レ
ボ
ノ
ル
ゲ
ス

ト
レ
ル
錠（
１
・
５
㍉
㌘
）」。

　
先
に
厚
労
省
が
募
集
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
、
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
薬
局

販
売
）
化
に
つ
い
て
約
４
万

５
千
件
の
賛
成
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

　
世
界
で
は
、
１
９
７
０
年

代
半
ば
頃
よ
り
Ｅ
Ｃ
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
Ｅ
Ｃ
に
つ

い
て
、「
全
て
の
女
性
が
利
用

す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、

全
て
の
国
の
家
族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
日
常
的
に
組
み
込

む
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　
同
日
、
武
見
敬
三
厚
労
大

臣
は
会
見
で
調
査
研
究
開
始

を
受
け
て
、
「
Ｅ
Ｃ
が
必
要

な
方
に
適
切
に
ア
ク
セ
ス
可

能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
周

知
を
図
っ
て
い
く
」
と
述
べ

た
上
で
、
今
回
の
調
査
研
究

で
性
交
同
意
年
齢
に
満
た
な

い
16
歳
未
満
の
女
性
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
「
産
婦
人
科

医
の
紹
介
や
、
性
犯
罪
・
性

暴
力
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

な
ど
の
対
応
が
適
切
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
ま
た
試
験
販

売
の
期
間
は
２
０
２
３
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

算
が
取
れ
れ
ば
24
年
度
も
継

続
す
る
考
え
を
示
し
た
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　

 

杉
村
由
香
理
）

布
さ
れ
て
い
る
（
左
上
写

真
）
。

　
服
用
者
向
け
冊
子
は
、
緊

急
避
妊
の
基
本
的
な
情
報
の

他
に
、
よ
く
あ
る
質
問
と
回

答
、
今
後
の
避
妊
、
性
感
染

に
つ
い
て
な
ど
、
こ
れ
ま
で

本
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い

て
、
利
用
者
が
服
用
を
迷
う

と
き
や
、
服
用
後
に
話
題
に

し
た
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
医
療
者
用
は
、
緊
急
避
妊

を
必
要
と
し
た
方
が
最
初
に

出
会
う
専
門
職
と
し
て
、
問

診
で
聞
き
漏
ら
し
が
な
い
よ

う
必
要
な
質
問
と
そ
れ
を
尋

ね
る
理
由
、
服
用
後
の
注
意

事
項
な
ど
、
こ
ち
ら
も
診
療

現
場
の
声
が
活
か
さ
れ
て
い

る
。
制
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

る
サ
イ
ズ
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
必
要
な
と
き
簡
単
に
確

認
が
で
き
る
。
性
犯
罪
被
害

者
に
処
方
す
る
際
の
声
か
け

ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
。
試
験
販

売
と
い
え
ど
も
、
利
用
者
は

医
療
機
関
受
診
と
同
等
の
サ

ー
ビ
ス
、
情
報
提
供
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
資
料

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
販
売
対
象
は
、
Ｅ
Ｃ
の
服

用
を
希
望
し
、
か
つ
調
査
研

究
参
加
に
同
意
し
た
16
歳
以

上
の
女
性
（
本
人
）
で
、
未

成
年
（
18
歳
以
下
）
の
場
合

は
本
人
と
保
護
者
等
の
同
意

が
必
要
と
な
る
。
購
入
し
た

Ｅ
Ｃ
は
薬
局
に
お
い
て
薬
剤

　
厚
生
労
働
省（
厚

労
省
）の
調
査
研
究

「
緊
急
避
妊
薬
販
売

に
係
る
環
境
整
備
の

た
め
の
調
査
事
業

（
厚
労
省
医
薬
局
医

薬
品
審
査
管
理
課
委

託
事
業
）」の
一
環
と

し
て
事
業
委
託
を
受

け
た
公
益
社
団
法
人

日
本
薬
剤
師
会
が
試

験
販
売
を
含
め
た
モ

デ
ル
的
調
査
研
究
行

う
。同
日
、試
験
販
売

の
対
象
薬
局
リ
ス
ト

（
全
国
１
４
５
薬

局
）や
購
入
手
順
、Ｑ

＆
Ａ
を
示
し
た
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
を
公
開
し
た
。

当
該
全
薬
局
に
は
本

会
が
製
作
に
協
力
し

た
服
用
者
向
け
冊
子

「
き
い
て
き
い
て 

み
ん
な
に
聞
い
て
ほ

し
い
緊
急
避
妊
の
こ

と
」「
み
ん
な
de
ま
な

ぼ
う
！
緊
急
避
妊
」

と
、
薬
剤
師
用
に
は

「
緊
急
避
妊
法
適
正

使
用
医
療
者
用
ポ
ケ

ッ
ト
メ
モ
」
「
医
療

者
の
た
め
の
Ｅ
Ｃ
ヘ

ル
プ
ブ
ッ
ク
」
が
配

本会が製作協力した冊子

日本薬剤師会
特設ホーム
ページ

一
部
薬
局
で
の
試
験
販
売
を
開
始

調
査
に
同
意
し
た
16
歳
以
上
の
女
性
対
象

緊

急

避
妊
薬

本
会
思
春
期
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
デ
ー
タ
・
経
験
を
分
析
し
発
表

日
本
思
春
期
学
会「
思
春
期
保
健
相
談
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
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人
気
連
載

● OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか
● �ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど�

遅れた本当の理由（わけ）－（北村邦夫著）

● YELL～エール～�
　活躍する思春期保健相談士にインタビュー

● 海外情報クリップ� ほか

アクセスはコチラから

会
社
紹
介

　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

は
、
４
０
０
年
に
わ
た
り
受

け
継
が
れ
る
、「
万
事
入
精
」

（
何
事
に
対
し
て
も
誠
心
誠

意
を
尽
く
す
人
で
あ
れ
）
、

「
信
用
確
実
」
（
何
よ
り
も

信
用
を
重
ん
じ
、
常
に
相
手

の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
）
、

「
不
趨
浮
利
」
（
ふ
す
う
ふ

り
／
目
先
の
利
益
、
安
易
な

利
益
を
追
わ
な
い
）
―
と
い

う
住
友
事
業
精
神
の
不
易
の

理
念
を
事
業
活
動
の
根
本
に

置
き
、
つ
な
ぐ
、
伝
え
る
技

術
で
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
会
社
で
す
。
１

８
９
７
年
の
創
業
以
来
、
電

線
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
技
術
を

ベ
ー
ス
に
、
現
在
で
は
、
自

動
車
、
情
報
通
信
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
産
業
素
材
の
５
つ
の

事
業
分
野
を
世
界
約
40
か
国

で
展
開
し
、
約
28
万
人
の
従

業
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
新
卒
で
入
社
し
配
属

さ
れ
た
横
浜
製
作
所
は
情
報

通
信
事
業
本
部
が
置
か
れ
て

お
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
・
光
ケ

ー
ブ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
情

報
通
信
関
連
製
品
の
製
造
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

次
世
代
の
情
報
通
信
技
術
や

製
品
の
研
究
開
発
部
門
も
拠

点
を
置
い
て
お
り
、
横
浜
製

作
所
の
従
業
員
構
成
の
男
女

比
は
約
９
対
１
と
、
男
性
が

圧
倒
的
に
多
い
職
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

女
性
の
健
康
支
援
に
関
す
る

社
会
的
要
請

　
働
く
女
性
が
増
加
し
、
そ

の
活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
る

今
、
企
業
に
と
っ
て
女
性
社

員
の
健
康
支
援
は
重
要
な
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
に
発
表
さ
れ
た

研
究
（
※
注
１
）
に
よ
る

と
、
月
経
に
伴
う
症
状
や
不

調
に
よ
る
経
済
的
損
失
額
は

年
間
４
９
１
１
億
円
と
試
算

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ

（
月
経
前
症
候
群
）
や
月
経

に
伴
う
心
身
の
変
化
に
よ
っ

て
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
半
分
以
下
に
な
る
と
回

答
し
た
人
は
、
約
半
数
に
上

る
と
の
調
査
（
※
注
２
）
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
18
年
度
よ
り

「
健
康
経
営
銘
柄
」
選
定
に

お
い
て
、
女
性
の
健
康
支
援

が
重
点
化
さ
れ
、
企
業
に
対

し
て
行
う
健
康
経
営
度
調
査

の
質
問
票
の
中
に
は
、
女
性

特
有
の
健
康
課
題
に
つ
い
て

具
体
的
な
質
問
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
当
社
は
、

健
康
経
営
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
「
健

康
経
営
銘
柄
２
０
２
３
」
に

選
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

住
友
電
工
に
お
け
る

女
性
の
健
康
支
援
策

　
当
社
は
２
０
２
２
年
か
ら

女
性
の
健
康
支
援
に
本
格
的

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

私
た
ち
が
目
指
す
も
の
は
、

女
性
が
医
療
や
休
暇
制
度
を

適
切
に
活
用
し
て
セ
ル
フ
ケ

ア
で
き
る
状
態
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
全
社
員
が
女
性
の

健
康
課
題
を
理
解
し
、
互
い

に
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
状
態
を

築
く
こ
と
で
す
。
ま
ず
女
性

の
健
康
課
題
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
全
社
員
に
向
け

た
研
修
を
「
女
性
の
健
康
週

間
」
（
３
月
１
〜
８
日
）
に

合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
社
で
実
施
し
て
い
る
社
内

ア
ン
ケ
ー
ト
の
デ
ー
タ
分
析

で
も
、
女
性
の
健
康
問
題
は

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

下
げ
る
大
き
な
要
因
で
あ

　
本
連
載
で
は
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
横
浜
製
作

所
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
・
二
戸
由
貴
子
さ
ん
に
、
健
康
経
営
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
、
女
性
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
編
集
部
）

満
で
は
前
年
度
比
４
７
６
件

増
で
、
そ
の
内
訳
は
15
歳
未

満
（
22
件
増
）、15
歳
（
10
件

増
）、19
歳
（
５
６
９
件
増
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
25
〜
29
歳

で
は
66
件
増
と
な
っ
た
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率

（
15
〜
49
歳
女
子
人
口
千

対
）
は
前
年
度
と
同
率
の

５
・
１
で
過
去
最
低
。
年
齢

階
級
別
に
み
る
と
、
「
20
歳

未
満
」
が
３
・
６
（
前
年
度

３
・
３
）、「
20
〜
24
歳
」
は

10
・
０
（
同
10
・
１
）、「
25

〜
29
歳
」
は
８
・
４
（
同

８
・
４
）
と
な
っ
て
い
る
。

「
20
歳
未
満
」
に
つ
い
て
各

歳
で
み
る
と
、
「
19
歳
」
が

８
・
３
（
同
７
・
１
）、「
18

歳
」
は
４
・
４
（
同
４
・

５
）
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
出
生
数
に
中
絶
数

を
加
え
た
妊
娠
数
中
の
中
絶

割
合
は
、
13
・
７
％
（
前
年

度
13
・
５
％
）
と
微
増
。
年

齢
階
級
別
に
み
る
と
「
14
歳

以
下
」
が
84
・
５
％
、
「
15

〜
19
歳
」
は
67
・
５
％
、

「
45
〜
49
歳
」
は
41
・
３
％

と
高
い
割
合
を
示
し
た
（
２

０
２
２
年
人
口
動
態
統
計
、

２
０
２
２
年
度
衛
生
行
政
報

告
例
を
も
と
に
算
出
）
。

　
本
会
で
は
23
年
９
月
、
７

年
ぶ
り
と
な
る
「
第
９
回 

男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す

る
調
査
」（
調
査
対
象
は
全
国

16
〜
49
歳
の
男
女
３
千
人
）

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
調
査
結
果
の
公
表
は
24

年
４
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
調
査
の
集
計
結

果
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

若
年
者
と
り
わ
け
10
代
女
性

の
人
工
妊
娠
中
絶
数
お
よ
び

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
上
昇

の
因
果
関
係
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

る
と
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
新
入
社
員
研
修
へ
組
み

込
む
な
ど
、
今
後
も
継
続
し

て
情
報
発
信
し
て
い
く
予
定

で
す
。

横
浜
製
作
所
で
の

女
性
の
健
康
課
題

　
横
浜
製
作
所
で
は
、
女
性

社
員
の
採
用
数
を
増
や
し
、

ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
生

産
ラ
イ
ン
や
保
全
業
務
に
も

女
性
社
員
を
配
属
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
た
だ
、
現
在
は
過
渡

期
で
あ
り
女
性
社
員
自
体
が

ま
だ
少
な
く
、
深
夜
業
務
時

に
女
性
が
少
な
い
と
い
っ
た

不
安
や
孤
立
感
、
女
性
特
有

の
健
康
問
題
が
あ
っ
た
時
に

男
性
上
司
に
相
談
し
に
く
い

と
い
っ
た
精
神
的
な
負
担
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
保
健
指

導
を
通
し
て
分
か
り
ま
し

た
。
実
際
、
社
内
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
で
も
、
女
性

の
比
率
が
低
い
拠
点
の
女
性

社
員
は
、
女
性
比
率
が
高
い

職
場
の
女
性
や
男
性
社
員
に

比
べ
、
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
（
※
注
３
）
が
低
い

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

詳
し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
い
、
得
ら
れ
た
情
報
を

基
に
要
因
を
分
析
し
、
ど
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。

保
健
指
導
を
通
し
て

思
う
こ
と

　
女
性
特
有
の
健
康
課
題
は

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
異
な
り
、
年
代
に
よ

っ
て
直
面
す
る
健
康
課
題
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
育
て
世

代
で
は
、仕
事
、家
事
、育
児

に
追
わ
れ
慢
性
的
に
睡
眠
不

足
の
方
、
更
年
期
に
差
し
掛

か
り
体
調
の
変
化
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
方
、
若
年
女
性
で

は
月
経
周
期
の
乱
れ
や
生
理

が
止
ま
っ
た
―
と
い
っ
た
話

を
保
健
指
導
で
伺
い
ま
す
。

特
に
月
経
周
期
の
話
は
日
常

的
に
話
題
に
し
づ
ら
い
こ
と

か
ら
、
な
る
べ
く
こ
ち
ら
か

ら
話
を
向
け
る
よ
う
に
し
、

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
受

診
を
促
し
て
い
ま
す
。
若
年

世
代
で
は
気
に
な
る
症
状
が

あ
っ
て
も
婦
人
科
受
診
に
一

歩
踏
み
出
せ
な
い
こ
と
も
多

く
、
女
性
医
師
の
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
紹
介
や
月
経
周
期

を
記
録
し
て
受
診
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
「
今
の
状
態

は
受
診
が
必
要
な
状
態
で
あ

る
」
こ
と
を
伝
え
背
中
を
押

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
進
出
が
進

み
、
当
社
で
は
ほ
と
ん
ど
の

女
性
社
員
が
結
婚
、
出
産
で

退
職
す
る
こ
と
な
く
就
業
継

続
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
女
性
管
理
職
も
増

え
、
女
性
が
活
躍
す
る
場
面

が
珍
し
く
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
、
女
性
特
有
の
健
康

課
題
で
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
が

中
断
さ
れ
る
こ
と
や
仕
事
の

生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
、

そ
し
て
な
に
よ
り
、
働
く
こ

と
で
体
を
壊
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
一
番
身
近
な
相
談
で

き
る
存
在
と
し
て
直
面
す
る

健
康
課
題
に
寄
り
添
い
、
少

し
で
も
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
注
１
：Tanaka E, M

om
oeda 

M
, Osuga Y et al. J M

ed Econ 
2013; 16(11): 1255-1266

※
注
２
：
日
本
医
療
政
策
機
構

「
働
く
女
性
の
健
康
増
進
に
関

す
る
調
査
」
（
２
０
１
８
年
）

※
注
３
：「
仕
事
か
ら
活
力
を
得

て
い
き
い
き
と
し
て
い
る
」

（
活
力
）、「
仕
事
に
誇
り
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
」
（
熱

意
）、「
仕
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
（
没
頭
）
の
３
つ
が

揃
っ
た
状
態

り
、
医
療
分
析
で
も
女
性
特

有
疾
患
の
医
療
費
の
増
加
、

乳
が
ん
罹り

患か
ん

率
の
上
昇
と
い

っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
女
性
の
健
康

課
題
や
支
援
だ
け
で
な
く
、

男
性
更
年
期
や
上
司
と
し
て

の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
組
み
込

む
こ
と
で
、
全
社
員
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
内
容
に
な

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
全

社
員
で
取
り
組
む
課
題
で
あ

　
厚
生
労
働
省
が
10
月
31
日

に
公
表
し
た
衛
生
行
政
報
告
例
（
母
体
保
護
関
係
）
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
の
人
工
妊
娠
中
絶
届
出
件
数
は
12

万
２
２
７
５
件
で
前
年
度
か
ら
３
４
４
９
件（
２
・
７
％
）

減
少
し
た
も
の
の
、
20
歳
未

妊娠100に占める中絶の割合（％）
（2022年人口動態統計、2022年度衛生行政報告例）

（妊娠総数＝出生数＋中絶数）
（％）
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わが国における人工妊娠中絶届出件数の年次推移

（1955年）
1,170,143

（2022年度）
122,725

（1949年～2022年度）
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（10年度は東日本大震災の影響により、
　福島県相双保健福祉事務所管轄内の市町村が
　含まれていない）

図　人工妊娠中絶の年次推移(上)と
　　年齢階級別の割合(下)
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住
友
電
工
㈱
で
の
女
性
特
有
の
健
康
課
題
等
へ
の
取
り
組
み

20
歳
未
満
の
中
絶
実
施
率
は
上
昇

前
年
度
比
２
・
７
％
減

２
０
２
２
年
度
の

人
工
妊
娠
中
絶
届
出
件
数
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